
Title 内山先生の比較政治学
Sub Title
Author 粕谷, 祐子(Kasuya, Yuko)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2009

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.82, No.3 (2009. 3) ,p.139- 141 

JaLC DOI
Abstract
Notes 特別記事 : 内山秀夫先生追悼記事
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20090328-

0139

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


内山秀夫先生追悼記事

、つる。と
こ
ろ
が
、
ノ
イ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
も
し
、
カ
ン
ト
の
法
理

論
が
、
彼
の
倫
理
学
か
ら
離
れ
て
検
討
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
自
然

法
が
そ
こ
か
ら
完
全
に
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
（
拙

訳
・
前
掲
書
五
四
頁
）
。
実
は
内
山
君
は
、
こ
の
あ
た
り
を
読
ん

で
い
て
私
に
命
令
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
誠
に
、
「
友
を
選
ば

ば
書
を
読
み
て
」
で
あ
る
。

内
山
先
生
の
比
較
政
治
学

鋭
い
視
線
と
と
も
に
、
胸
に
突
き
刺
さ
る
言
葉
を
次
々
と
発
す

る
人
。
こ
れ
が
、
一
九
八

0
年
代
後
半
に
内
山
ゼ
ミ
の
学
生
で
あ

っ
た
私
の
内
山
秀
夫
先
生
に
対
す
る
印
象
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
生
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
の
全
体
像
は
、
不
出
来
か
っ

不
真
面
目
な
学
生
で
あ
っ
た
当
時
の
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
「
こ
の
人
は
（
思
索
的
な
意
味
で
）
何
か
と
格
闘
し
て
い
る
」

と
断
片
的
に
肌
で
感
ず
る
ば
か
り
で
、
そ
れ
を
体
系
づ
け
て
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
私
は
縁
あ
っ
て
二

O
O
四

年
よ
り
義
塾
で
比
較
政
治
学
（
比
較
地
域
研
究
論
）
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
追
悼
記
事
執
筆
を
機
に
、
内
山
先
生
が

比
較
政
治
と
い
う
学
問
分
野
で
何
と
格
闘
し
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

比
較
政
治
学
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
政
治
学
研
究
を
中
心
に
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
生
ま
れ
た
学
問
分
野
で
あ
る
。
社
会
科
学
の
最

先
端
の
研
究
分
野
へ
の
助
成
を
お
こ
な
う
社
会
科
学
研
究
評
議
会

（ωω
同
わ
）
が
一
九
五
四
年
に
「
比
較
政
治
委
員
会
」
を
創
設
し

名
誉
教
授

倉

津

康

郎

」一ーーーー一一一一ー ーー－ －ーーーーーーーーーーーーーー一一一ー 一一ーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」
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た
こ
と
と
前
後
し
て
、
比
較
政
治
学
は
政
治
学
の
一
分
野
と
し
て

確
立
し
て
ゆ
く
。
そ
の
最
大
公
約
数
的
な
定
義
は
、
世
界
各
国
の

国
内
政
治
を
理
論
枠
組
を
用
い
て
実
証
的
に
分
析
す
る
研
究
分
野
、

と
な
ろ
う
。
内
山
先
生
は
一
九
五
九
年
提
出
の
修
士
論
文
「
ア
メ

リ
カ
政
治
学
に
か
ん
す
る
一
考
察
l
特
に
比
較
政
治
学
を
中
心

に
｜
」
以
来
、
こ
の
分
野
で
多
く
の
論
文
・
著
書
・
翻
訳
を
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
九
六
0
年
代
か
ら
の
比
較
政
治

に
関
す
る
主
要
論
文
を
集
め
た
「
比
較
政
治
考
』
（
三
嶺
書
房
、

一
九
九

O
年
）
を
中
心
に
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
（
以
下
引
用
頁

数
は
す
べ
て
同
書
よ
り
）
。

『
比
較
政
治
考
』
全
体
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
そ
の
分
析

が
一
次
資
料
な
ど
に
基
づ
い
た
実
証
分
析
で
は
な
く
、
他
の
研
究

者
の
分
析
を
基
に
し
た
「
分
析
の
分
析
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
内
山
先
生
は
い
わ
ば
メ
タ
理
論
家
で
あ
っ
た
。
で
は
、
理
論

家
と
し
て
先
生
が
こ
だ
わ
っ
て
い
た
問
題
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
『
比
較
政
治
考
』
か
ら
浮
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
戦
後

の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
で
の
新
興
諸
国
の
台
頭
を
う
け
、
同
時
代

の
政
治
状
況
は
ど
う
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
意
識

で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
指
摘
に
端
的
に
み
ら
れ

る
。
「
現
代
は
、
か
つ
て
の
世
界
が
先
進
西
欧
諸
国
に
よ
っ
て
の

」

み
構
成
さ
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
ま
さ
し
く
文
明
が
接
触
し
、
一

そ
の
意
味
で
あ
ら
ゆ
る
人
聞
が
人
類
［
傍
点
原
文
］
と
し
て
平
等
に
一

世
界
を
構
成
し
た
、
人
間
の
歴
史
に
お
い
て
未
曾
有
の
時
代
で
あ
一

る
」
（
一
六
九
頁
）
。
先
生
は
、
日
本
の
知
識
人
の
多
く
が
そ
の
思
一

索
の
基
礎
を
西
欧
を
対
象
と
し
た
分
析
に
置
い
て
い
た
時
代
に
、

新
興
諸
国
の
つ
き
つ
け
た
問
題
を
い
ち
早
く
、
か
つ
深
く
考
え
た
一

学
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
間
一

題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
検
討
さ
れ
る
の
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
や
ア
イ
一

ゼ
ン
シ
ユ
タ
ッ
ト
の
近
代
化
論
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
シ
ス
テ
ム
一

類
型
論
、
パ
イ
の
政
治
発
展
論
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
政
治
制
度
化

論
な
ど
、
当
時
の
比
較
政
治
学
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
一
連
の
研
究
一

者
た
ち
の
理
論
で
あ
っ
た
。

内
山
先
生
に
よ
る
こ
れ
ら
理
論
の
検
討
は
、
理
論
そ
れ
自
体
の
一

論
理
的
整
合
性
や
妥
当
性
の
考
察
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
世
一

界
の
構
図
を
合
意
と
し
て
描
き
出
す
。
先
生
に
よ
れ
ば
、
「
第
三

世
界
」
の
出
現
以
前
に
は
国
家
の
存
在
が
所
与
の
も
の
と
さ
れ
、
一

人
間
は
「
国
民
」
と
し
て
国
家
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
想
定
さ
れ
一

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
興
諸
国
は
実
は
そ
う
で
は
な
い
き
ま
一

ざ
ま
な
結
び
つ
き
方
が
あ
る
こ
と
を
我
々
に
つ
き
つ
け
、
人
間
は
一

政
治
の
世
界
に
お
け
る
主
体
の
位
置
を
取
り
戻
し
た
。
換
言
す
る
一L
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と
、
「
人
間
の
い
と
な
み
と
し
て
の
政
治
」
の
可
能
性
が
聞
か
れ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
興
諸
国
の
登
場
に
よ
り
、
民
主
主
義
の

あ
り
方
も
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
民
主
主
義
は
「
国
家
を
も
否

定
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
政
治
原
理
」
と
な
り
、
さ
ら
に
政
治
学

は
「
そ
れ
が
ど
こ
の
地
点
で
社
会
の
統
合
原
理
と
し
て
作
動
し
、

個
人
を
社
会
に
つ
な
ぎ
と
め
る
か
」
（
三

O
一
頁
）
を
模
索
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

比
較
政
治
学
を
起
点
と
す
る
先
生
の
思
索
は
、
戦
後
日
本
の
姿

に
も
投
げ
か
け
ら
れ
る
。
新
興
諸
国
に
お
い
て
「
人
間
の
い
と
な

み
と
し
て
の
政
治
」
が
噴
出
し
た
こ
と
に
比
べ
、
日
本
の
戦
後
は
、

「
民
主
主
義
の
国
家
化
」
（
三
九
八
頁
）
を
特
徴
と
し
て
い
た
、
と

先
生
は
喝
破
す
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
け
る
「
民
主
化
」
の

実
相
は
、
戦
前
す
で
に
成
立
し
て
い
た
「
国
家
的
外
装
を
ぬ
ぎ
か

え
る
作
業
」
（
三
九
八
頁
）
で
し
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ

る。

内山秀夫先生追悼記事

同
様
の
秀
逸
な
同
時
代
分
析
を
す
べ
て
挙
げ
る
紙
幅
は
こ
こ
に

は
な
い
が
、
要
す
る
に
、
内
山
先
生
に
と
っ
て
の
比
較
政
治
学
と

は
、
根
源
的
（
ラ
デ
ィ
カ
ル
）
な
問
題
、
特
に
は
、
同
時
代
の
政

治
状
況
を
考
え
る
際
の
出
発
点
で
あ
り
、
か
つ
自
ら
の
考
え
を
相

対
化
す
る
立
脚
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
私
が
義
塾
に
就

職
し
た
年
の
四
月
に
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
お
手
紙
に
は
、
「
も
う

三
O
年
も
前
に
比
較
政
治
学
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ス
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
ね
」
と
あ
る
。
比
較
政
治
学
を
専
攻
す
る
者
と
し
て
、

耳
の
痛
い
指
摘
で
あ
る
。
断
片
化
さ
れ
た
政
治
現
象
を
対
象
に
し

て
実
証
性
を
追
及
す
る
傾
向
の
強
い
最
近
の
研
究
状
況
に
お
い
て

「
内
山
先
生
の
比
較
政
治
学
」
を
い
か
に
取
り
込
め
る
か
、
こ
れ

を
今
後
の
自
分
の
課
題
と
し
た
い
。

法
学
部
准
教
授

向
日
・山小・

谷

子

祐
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